
栄  町

1999年 12月

大阪府教育委1員 会





は が

羽曳野市域のほぼ中央の低位段丘面には、ひときわ目立つ大型前方後円墳と並んで、それらの

古墳群の間を占める形で集落遺跡が立地しています。栄町遺跡や誉田白鳥遺跡それに古市遺跡な

ど、弥生時代から近世におよぶ遺跡群も、前の山古墳 (白鳥陵)の後円部東側に接する形で分布

しています。

今回の調査地点では栄町遺跡の北方にあたりますが、同時に誉田白鳥遺跡や古市遺跡とも接近

していますので、調査成果は単に栄町遺跡の内容・性格を補うだけのものではありません。特に、

数棟の 7～ 8世紀の建物の痕跡が発見できたことは、今後のこの地域の同時代の様子を具体的に

証拠立てて復元する重要な資料となります。

このようなデータを得るにあたっては、関係諸機関また地元関係者の方々の文化財保護に対す

る認識がなければ、果たされなかったことと心より感謝しています。そのような認識を今後もよ

リー層深められ、文化財行政全般へのご理解とご協力を切にお願い申しあげます。

平成■年12月

大阪府教育委員会

文化財保護課長 鹿 野 一 美

きし
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1.本書は、大阪府教育委員会文化財保護課が、大阪府土木部から依頼を受けて、平成10年度お

よび同11年度に実施 した国道170号線歩道設置事業にかかる、羽曳野市栄町所在栄町遺跡の

発掘調査事業の文化財調査報告である。

2.調査は大阪府教育委員会文化財保護課調査第 1係技師 枡本哲を、遺物整理については同資

料係技師 井西貴子を担当者とし、平成10年度は平成■年 1月 29日 に着手 し、平成11年 3月

31日 に終了、平成11年度は同■年 8月 4日 に着手 し、平成■年12月 28日 に終了した。

3.調査の実施にあたっては、大阪府土木部富田林土木事務所、羽曳野市教育委員会他、地元関

係者の方々から援助を受けた。

4.本書で使用 した方位は、座標北を示 し、標高はKBMを基準としてT.P。 で示 している。

5,本書で使用 した座標は、国土座標第Ⅳ座標系に基づいている。

6.遺物写真については阿南写真工房に委託 した。
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はじめに

栄町遺跡は羽曳野市栄町に所在する。本遺跡は、既往の調査結果からも遺構・遺物が確認され

ることは予測されていたが、事前に 1ぽの試掘 トレンチ調査を実施 し、層高30cmの表上下に部分

的に残る包含層と遺構検出面を確認 した。そのため、'98年度・ '99年度の 2カ年にわたり、調査

を実施 した。

'98年度の調査は、近鉄古市

駅から西へ100m、 国道旧170号

線、白鳥3丁 目交差点の南側に

ある料亭「 清月」 と南40mの

「明治生命」までの南行き車線

の歩道で約152ぽ実施 した。'99

年度の調査は、旧国道170号 線

白蔦交差点の北側で、約70ぜ実

施 した。

調査結果については、 2年度

分をまとめて報告する。

調査時における地区割 りは、

任意の点から5m方限を設定 し

第 1図 調査区地区割 り方法

たが、整理にあたっては国土座標値における位置を示 した。

水準値は、任意で設定 したため、断面図で示 しているレベルはKBMか らの数値である。KBM

を設定 した位置については第 3、 4図に示 した。

第 2図 調査地区割設定図

側大阪文化財センター『遺跡調査基本
マニュアル』1988図 5・ 6を改変

[第 I区画]

[第 V区画]

F6-3-C18-d6-q9
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第 1章 遺構と遺物

第 1節 '98年度 調 査

遺構検出面となる地山の黄色粘土面は調査区の北半に一様に堆積するが、南半では場所によっ

て若千違う土層が見られる。南端では地山面が隆起 し、現在は国道170号線により断ち切 られて

いる東西方向に延びる丘陵部へと続いている。

したがって、南端部の第19層 は山砂であり、これは丘陵部頂上で行った試掘調査によって確認 し

た淡赤褐色の礫層とともにこの丘陵堆積層を構成 している。

調査区南半部ではこの地山面上に 5～20cmの黄色粘上、砂質上の堆積が見られる。この層から

は古代の上師器片が出上 しており、中世の遺物は含まない。上層には中世包含層である灰黄褐色

粘質土が部分的に堆積する。

また中央部の汚水管設置に伴う攪乱を受けた第12層では廃材に紛れて埴輪片 (2～ 6)や土師

器甑把手 (7)が出上 した。

上坑 l F6-3-C18-p9で 検出した。西側は調査区外である。径0。 7m以上 ×0.5m、 深さ

0,15mを測り、埋土は灰色粘質土層 1層である。

土坑 2 F6-3-C18-p9で 検出した。東側は調査区外である。南北0.3m、 深さは0,2mを測

り、埋土は灰色粘質± 1層である。

上坑 3 F6-3-C18-p9で 検出した。南西部を土坑 1に切 られる。深さは0.2m、 埋土は灰

色粘質± 1層である。 7世紀後半と思われる土師器の甕 (12)が出上 した。

土坑 4 F6-3-C18-p9で 検出した。西側は調査区外、中央部を上坑 1、 3に切 られる。深

さは0.2m、 埋土は灰白色砂質± 1層である。布留式の甕 (11)、 高杯 (10)が 出上した。

土坑 5 F6-3-C18-o8区 で検出した。東側を中世溝に切 られている。径0。 95× 0,6m、 深

さ6～ 8 cnを 測り、埋土は灰黄色粘± 1層である。北肩から流れ込む形で 6世紀後半の

須恵器杯身 (9)が 出上 した。

溝 6 F6-3-C18-n8で 検出した。東西いずれも調査区外である。幅1.3m～0.4m、 深さ

0。 35～ 0。 4mを測る。第1層以下は2状に分かれ、溝肩に柱穴が認められた。出土遺物は瓦

器、土師器の細片が多いが、上層より瓦質火鉢の破片 (1)が 出上 した。

中世溝 F6-3-C18-m.n、 7.8で検出した。東西及び南北方向で検出した。東西溝は南北

溝に切 られる。埋土は南北溝が黄褐色粘質上、東西溝が灰白色砂質土を呈する。中世の

瓦 (8)が出土 した。
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建物 2

61 灰褐色粘質土

62 灰色粘土

63 暗褐色土 (礫混 じり)

64 暗灰色粘土

65 暗灰褐色粘土

66 暗灰色粗砂 (暗灰褐色粘土ブロック含む )

67 暗褐色粘質土

68 暗灰色粗砂 (暗褐色粘質土ブロック合む )

69 灰色粘土

③
中

⑥_g_
Ｖ
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41 暗灰褐色土 (砂礫混 じり)

42 暗褐色粘質土

43 暗褐色粘質土 (礫含む )

44 暗灰褐色土 (礫混 じり)

45 灰色粘土

46 暗褐色土 (礫混 じり)

47 暗褐色粘質土

48 暗黄褐色土 (礫混 じり)

49 暗灰色粘土

50 暗灰褐色粗砂 (暗褐色粘土プロック・ 礁を含む )

51 暗灰褐色粗砂

52 暗灰色粘土

53 暗褐色粘質土 (マ ンガン粒沈着顕著 )

54 暗黄褐色土 (砂礫混 じり)

55 暗灰色粘土

56 暗褐色土 (礫混 じり)

57 暗灰色土 (礫混 じり)

58 暗褐色粘質上 (礫混 じり)

59 暗灰色粘質土

ω 暗灰色粗砂

るB卿ms N一 KBM-55crn s

0                          4m1 淡黄色上 (砂利・ 礫を含む)埋土

2 耕土

3 淡灰褐色微砂

4 濃褐色微砂

5 淡灰褐色微砂

6 淡黄色土 (砂利・ 礫を合む)埋土

7 黄灰色微砂

8 灰色微砂 +黄灰色微砂

9 耕土

10床 土

11 暗灰褐色粘質土

12 淡灰色細砂

13 淡灰黄色砂質土

14 暗灰褐色粘質土 (マ ンガン粒沈着 )

15 暗褐色粘質土 (マ ンガン粒沈着顕著 )

16 暗褐色際混 じり上

17 淡灰色砂質上

18 淡灰黄色砂質土

19 中央部落ち込みの北肩

20 暗褐色粘質土 (礫混 じり)

21 淡灰色砂質上

22 灰褐色粘質土

23 暗褐色粘質土

24 暗灰褐色粘質土

25 暗灰色粘質土 (炭混 じり)

26 暗褐色粘質土

27 暗灰色粘質土

28 暗褐色粘質土

29 暗褐色粘質土 (黄色粘土プロック混入)

30 暗灰褐色粘質土

31 暗灰黄色砂

32 暗褐色粘質土

33 暗灰色粘土

醜 暗灰褐色粘質土 (礫混じり)

35 暗灰褐色粘質土 (黄色粘土プロック含む)

36 暗黄褐色粘質土 (砂混 じり)

37 暗灰色粘土

38 黄色粘土

39 暗褐色粘質土 (礫混 じり)

40 暗黄色シル ト

ピット■

第 4図 99年度調査区遺構平面図、東壁断面、建物 1・ 2・ 3平面図、断面図
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まとめ

今回の調査では中世以前の遺構の存在は予想していなかったが、調査区中央部で上坑 5か ら6

世紀後半の須恵器杯身が出上し、土坑 3、 4か らは 7世紀後半の上師器が出土した。本調査区か

ら北50mの地点 ('99年度調査区)で、当該期の掘立柱建物が検出された。生活域は北側に広が

るものと考えられる。中世は耕作地であり、中央部で検出された大溝は地割り境に沿った16世紀

末あたりに埋没する潅漑水路の可能性を考えたい。

第 2節 '99年度調査

遺構面は黄色粘土を主とする地山面で確認した。地山面は南に向かって若干下がっており、調

査区南側では、中世までの遺物を含む淡灰黄色砂質上が約10cn堆積する。調査区中央部分では幅

約 8�、深さ約15cnの落ち込み28が検出された。埋土は暗褐色粘質土を呈し、6世紀後半の須恵

器の外蓋 (1)、 外身 (4)、 6世紀中葉の土師器の高杯の脚部 (9～11)が出上した。

また調査区南端で、建物群の南を画するように東西方向に流れていた流路跡の北肩を検出した。

本流路の時期は 7～ 8世紀代 (14、 15)、 若干流路幅を減じて中世 (18)に も流れていたと考え

ら″化る。

建物 l F6-3-C18-f5で 検出した。全容は調査区外であるためわからないが、5× 1間以

上、主軸はN-20° 一Eで、柱間寸法は1.5～ 1.6mを測る。掘方は約0,8～ lm、 深さは

約0.4mを測り、埋土は 1～ 3層に分層できる。総柱建物になる可能性が推測できる。

柱はすべて抜き取られていた。

建物2 F6-3-C18-f5で 検出した。全容は調査区外であるためわからないが、2× 1間以

上、主軸はN-18° 一Eで、掘方は約0.8～ lm、 柱間寸法は約1.6mを測る。深さは約

0,4mで埋土は 1～ 3層 に分層できる。柱はすべて抜き取られていた。ピット25か ら6

世紀後半の須恵器の杯蓋 (2)が 出上した。

建物 3 F6-3-C18-f5で 検出した。全容は調査区外であるためわからないが、3× 1間以

上、主軸はN-22° 一Eで、掘方は約0。 6～ lm、 柱間寸法は約1.4～ 1.6mを測る。深さ

は約0。 3～0,4mで埋土は 1～ 3層に分層できる。柱はすべて抜き取られていた。総柱建

物になる可能性が推測できる。ピット11(3)か ら6世紀後半の須恵器の杯身が出上し

た。

その他、包含層からは須恵器の杯蓋 (5)、 土師器の甕 (6)、 形象埴輪片 (12)輔の羽回 (13)

が出土した。
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まとめ

今回の調査区では、掘方が約0.8～ lmを測る、大型の掘立柱建物が約 3棟分検出された。い

づれも全容は調査区外となり捉えることはできなかった。時期は、掘方出上の遺物が 6世紀後半

を示しているが、出土量がきわめて少ないこと。建物1が切っている落ち込み28出上の遺物が6

世紀中葉から後半であり、ピット29(建物 1)が切っているピット20出上の遺物 (7、 8)が 6

世紀中葉頃と思われるので、本調査区で検出した建物群の時期は 7世紀代以降で考えたい。

今回検出した建物群は'98年度調査区では、検出されなかったので生活域としては北側に広が

るものと思われる。今後の調査に期待したい。
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所収遺跡名 種 房U 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

栄町遺跡 集落 古代～中世 建物・溝 土師器・須恵器・

瓦器・埴輪

掘方約80cnの大型

掘立柱建物検出。

7～ 8世紀代。
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1998年 度 調査区全景 (北から)

南端部 土坑群 遺物出土状況 南端部断面遺物出土状況

中央部 溝 6完掘状況中央部 上坑 5遺物出土状況
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1998年度 調査区全景 (南から)、 建物 1ピ ット断面 (左 ピット19、 右 ピット27)
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調査区南端 流路 32東壁断面
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